
可
慨
小
院
巻
什

七

習
知
仕
候
。
今
度
御
参
勤
の
時
分
御
政
抽
出
輩
出
噛
至
位
、
と
か

t
驚
目
御

事
の
由
民
候
。
お
地
帯
邸
御
作
事
も
結
構
を
錠
し
候
曲
、
山
間
方
な
ど

者
愈
と
の
旨
陀
候
。
常
端
午
の
ぼ
り
、
御
一
世
院
前
に
建
候
て
賞
賎
男

女
見
物
を
被
仰
付
、
表
門
聞
き
入
れ
申
候
。
大
勢
鮮
集
仕
候
由
、
江

戸
中
の
沙
汰
K
候
。
也
知
政
裂
も
板
行
仕
自
に
候
。
其
陀
初
認
と
や

ら
ん
巾
・
在
四
悼
を
、
何
者
や
ら
ん
若
候
由
民
候
。

mm
頃
日
は
町
中
御
梯

と
と
の
外
相
掛
川
巾
故
、
町
人
共
一
統
に
ほ
め
巾
候
成
俄
陀
あ
し

t
m

申
候
。
な
に
程
御
閣
官
強
に
候
て
も
、
只
今
迄
の
趣
に
て
は
絞
き
申

川
敷
候
。

老
夫
悲
し
申
か
な
お
の
物
、
今
少
し
に
仕
候
。
上
中
下
三
谷
程
に
可

仕
と
肝
候
。
赴
は
か
な
に
候
へ
共
、
老
夫
勝
間
の
始
終
、
又
は
工

夫
の
あ
ら
ま
し
縦
し
申
候
。
共
上
舵
見
候
て
も
合
点
仕
様
に
と
、
第

一
俗
人
を
さ
と
し
可
申
需
に
か
な
主
に
い
た
し
、
至
極
引
さ
げ
て
校

申
候
。
徐
り
長

t
は
不
入
も
の
と
官
官
候
故
、
今
少
し
仕
候
て
脱
稿
可

仕
候
。
た
ピ
制
巾
陀
と
ま
り
申
候
。

他
人
陀
航
候
て
も
、
下
位
を
わ

け
見
え
候
核
医
、
私
自
身
に
翻
不
巾
候
て
は
成
不
巾
候
。
先
日
間
丸

の
衆
へ
物
語
候
へ
は
、
山
梨
候
は
ど
上
へ
も
上
げ
可
然
由
巾
候
。
御

側
衆
へ
も
物
詩
仕
也
候
由
被
申
候
。
在
候
へ
ば
0
・t
出
来
候
桜
花
仕

五

O 

度
候
。
此
容
は
世
忙
出
候
は
Y
、
世
人
も
好
て
見
可
申
と
存
候
。
中

に
は
な
し
た
ど
交
へ
候

τ、
を
か
し
〈
仕
立
た
る
物
に
御
座
候
。
道

徳
の
沙
汰
、
世
上
の
言
葉
に
て
か
桜
花
手
近

t
申
た
る
苔
は
、
的
住
民

宥
之
開
放
候
。

賎
息
縁
者
大
岡
林
響
力
結
濃
町
父
は
大
国
ト
元
と
申
候
。
大
猷
院

桜
御
代
被
召
刷
、
組
父
は
千
代
姫
様
へ
御
附
被
成
候
。
数
代
の
踏
に

候
。
林
彪
近
き
比
父
母
共
に
蛇
…
之
、
十
七
八
歳
陀
成
中
候
。
い
ま
だ

山
普
一
防
総
花
入
り
候
て
、御
祢
も
致
さ
宇
候
。
大
間
遊
詩
は
ま
た
別
家

に
候
。
前
月
廿
三
日
結
納
も
地
候
。
九
月
中
陀
姉
飽
相
側
へ
巾
度
候
。

私
に
加
之

足
州
公
品
川
三
月
仰
参
勤
以
来
、
抑
制
の
巷
投
額
h
k

宥
之
内
、
世
正

K
相
関
候
趣
左
陀
飽
之
。

仰
総
統
は
都
の
俄
陀
候
所
、
名
州出屋
御
披
下
に
遊
女
川
・狂
言
・芝

居
被
仰
付
、
基
敷
者
修
、
土
中
も
無
稽
遊
興
仕
候
。
御
問
中
御
往
来
、

末
々
迄
も
見
知
候
桜
広
と
の
俄
に
て
牛
陀
被
潟
候
。
御
参
一
助
惣
人

数
一
高
入
、
騎
馬
供
九
十
員
、
装
束
徒
士
以
上
脚
牛
迄
も
金
入
鍛

子
岬
却
を
別
候
。
御
自
身
医
は
庇
冠
の
形
な
る
笠
陀
、
成
皮
を
以
飾

之
、
怨
々
緋
の
羽
織
、
問
問
而
を
問
候
。
牛
二
頭
御
行
列
の
内
陀
世
帯

之
。
御
若
の
目
上
使
松
平
左
近
将
監
殿
御
出
候
底
、
御
奮
例
に
遺

御
玄
闘
へ
御
迎
に
御
山
州
知
一
之
、
御
家
老
竹
腰
志
摩
守
混
出
誘
引
に

て
御
世
田
院
へ
御
逝
候
所
、
別
人
を
以
御
挨
拶
陀
は
、
道
中
よ
り
痛

所
有
之
、
難
被
成
御
山
候
。
色
々
被
加
保
養
可
有
御
雄
候
問
、
御

作
述
可
有
之
旨
陀
て
一
時
計
有
之
、
叉
被
仰
山
候
は
、
御
痛
不
宜

御
諸
説
迄
は
御
出
難
被
成
候
。
乍
略
儀
居
間
智
院
へ
泡
可
被
成

候
。
共
上
に
て
上
意
御
承
知
、
仰
間
も
可
被
仰
k
h加
国
百
に
て
別
府

へ
御
地
り
、
仰
袋
路
も
仰
山
し
、
仰
益
事
も
相
桝
候
節
に
被
仰
入

候
は
、
粂
て
各
方
向
役
中
へ
可
被
仰
入
趣
有
之
、
於
敗
中
列
座
の

時
は
却
て
如
何
に
も
候
僚
、
只
今
陀
被
仰
附
候
。
同
列
の
方
へ
可

被
仰
校
候
。
近
年
以
来
、
次
第
々
々
陀
榔
税
制
帆
以
来
の
仰
伯
仲
式
、

相
違
仕
事
多
有
之
候
。
第
二
仰
鎗
代
大
名
の
都
は
御
家
組
筋
に
候

へ
ば
、
共
税
々

の
あ
し
ら
ひ
に
て
貨
政
候
。跡
同
決
の
俄
は
、
郡
大

名
迄
も
御
容
の
秘
成
も
の
に
候
。
然
所
却
て
次
第
に
賭
食
へ
の
御

待
遇
制
叫
時
陀
混
成
候
。
部
党
御
先
代
の
芭
犯
を
被
場
、
只
今
の
桜

了
引
合
相
考
被
巾
候
は
ピ
、
合
点
可
A

塾
長
国
両
被
仰
候
よ
し
。
恕
追

て
登
披
の
目
、
前
々
御
釣
師
聞
の
焔
よ
り
は
、
三
品
配
放
剖
も
上
に
御

油
刷
出
被
成
候
。
御
老
中
見
殺
被
巾
候
て
、
消
肢
の
所
注
申
旨
将

可
般
小
股
容
』H
七

被
申
候
所
、
只
御
目
浩
被
成
候
迄
陀
て
共
僚
被
成
御
座
候
。
共
内

御
益
事
に
罷
成
候
。
前
陀
返
廷
の
時
は
、
老
中
方
御
挨
拶
被
申
上

候
て
、
共
上
に
被
進
上
候
趣
に
候
所
、
此
皮
御
老
中
方
不
被
龍
出

前
に
、
御
手
早

t
御
三
方
へ
御
歪
御
縦
被
差
上
候
。
か
桜
の
事
共

多
有
之
候
。
端
午
御
の
ぼ
り
御
建
被
成
候
筒
、
市
谷
御
邸
御
門
七

つ
有
之
を
不
残
明
通
し
、
貴
賎
男
女
無
櫛
御
逝
見
物
被
仰
付
、
御

抜
本
衆
へ
は
御
料
理
問
、
御
白
衣
に
て
逢
被
成
候
。
結
構
過
腿
可

申
椋
師
、
之
候
。
機
現
桜
よ
り
拝
領
の
御
寧
用
の
御
艇
も
御
雄
被

成
、
紅
絹
紗
の
の
ぼ
り
斗
も
六
十
本
建
候
。
頗
務
時
間
候
事
の
み

陀
有
之
由
。
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長張卓
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現書官

核
よ
り
御
拝
領
の
御
族
四
本
御
建
被
成
、
江
戸
中
の
者
共
へ
矯
御
見

被
成
候
。
共
段
建
上
側
候
曲
。
先
日
御
直
陀
尾
張
椴
へ
御
様
子
御
野

被
成
、
如
何
の
俄
に
て
御
立
被
成
候
や
。
何
と
ぞ
御
出
馬
も
有
之
副

は
特
別
、
共
儀
無
之
候
Z
は
不
悶
貴
賎
翁
仰
見
被
成
候
帯
、
上
に
は
御

合
点
不
参
候
。
思
召
御
附
被
成
度
旨
L
L

意
に
候
所
、
尾
張
紘
一
脳
御
紛

'lL 




